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澁谷内閣審議官による記者ブリーフィングの概要 

 

日時：平成２７年５月２５日（月）１８：３０～１８：４５ 

場所：内閣府 

 

【冒頭発言】 

２２日（金）７日目は繊維を議論した。米国の通商専門紙に繊維の議論が紹介

されており、個別の繊維に関する原産地のルールの詰めが中々難しいという記

事だった。関税でもめているものは、原産地でももめるというありがちなパター

ンである。繊維の場合、それがテキスト本体にも跳ね返っているので、この感じ

だとグアムでクローズするのは難しいだろう。ただ、繊維は、関心国が非常に限

られているので、それらの国同士でバイや少数国の会議をやって詰めていって、

グアム会合後もワーキンググループで調整をすることになったという。その後、

先週も議論していたようだが、市場アクセスの譲許表の書き方や様式といった

実務的な調整の議論が、引き続きこの日も行われた。このような議論をしている

ところから、大詰め感が感じられるのではないか。 

２３日（土）８日目は、法的・制度的事項の紛争処理について議論した。これ

はまだ論点が残っているが、オタワで議論し始めた頃に比べると、ずいぶん論点

は片付いていて、あと数個という感じである。意見を言う国も限られてきたとい

う感じであり、グアムで閉じるかは分からないが、もう少しというところである。

その後、知的財産を時間かけて議論した。閣僚案件以外の案件と閣僚案件とある

が、この日は、閣僚案件以外の案件を中心に議論した。１つ１つワーキンググル

ープの議長国から紹介し、例えば、ある論点については、１０個ほど未解決の課

題があるが、このうち、首席交渉官に判断してもらいたいのは１つだけで、あと

はワーキンググループで整理する、といった報告がそれぞれなされた。この日、

実際に片付いたものもあるが、少数である。分科会では、２３日の首席交渉官会

合への報告まで閣僚案件以外の案件を議論してきた。この日から、閣僚案件を中

心に整理をするということで、２６日（火）の首席交渉官会合で議論する手はず

になっている。 

２４日（日）は、国有企業をやる予定だったが、ワーキンググループから、も

う１日整理させて欲しいという申し出があり、首席交渉官会合での議論は行わ

れていない。 

確定ではないが、各国とも国内調整が必要だということで、２８日ではなく、

２７日には終わらせようという話に現時点ではなっている。 

鶴岡首席交渉官は、２２日から２４日までの間に３か国と個別の協議を行っ

た。大江首席交渉官代理は、本日帰国しているが、２１日から２４日までグアム
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に滞在し、米国を含む３か国とのべ９回バイの協議を行った。４日間で９回であ

り、１つ１つ長いので、かなりやったという感じである。どの国とも予定時間を

延長して、可能な限り協議を行った。特に、昨日は滞在最終日だったので、やれ

るだけやろうということで、精力的な詰めを行ったという。どの国とも進展はあ

ったが、まだ課題が残っている。 

【質疑応答】 

（記者）ボラカイでの朝食会の内容について。 

（澁谷審議官）フィリピンのボラカイでＡＰＥＣの閣僚会議が行われており、甘

利大臣以外はＴＰＰ担当大臣が重なっているということもあり、いる閣僚だ

けででも顔合わせをしようということになり、現地時間の７時１５分から８

時３０分まで、朝食会が開催されたようだ。あくまで朝食会である。宮沢大臣

しか出席していないが、聞いたところによると、フローマン代表から、ＴＰＡ

法案の今後の見通し、グアムの進捗状況の確認、お互い早期妥結に向けて頑張

ろうという話があったと承知している。いずれにせよ、中身の話はなかった。 

 

（記者）パリでのＯＥＣＤ閣僚会議で議論される予定はあるか。甘利大臣はパリ

に行くのか。 

（審議官)何も聞いていないし、行かないのではないか。 

 

（記者）国有企業のワーキンググループがもう１日時間が欲しいとのことだっ

たが、進んでいるのか。 

（審議官）本日、首席交渉官会合でやっているところだろう。事務方は一生懸命

やっているようだ。グアムで閉じることはないと思うが、順調のようだ。ただ、

閣僚会議にかけなくて済むという話にはならないと思う。閣僚会議で議論は

するが、できるだけ事務方で煮詰めたいという目標でやっているのではない

か。 

 

（記者）今日、明日の予定は。 

（審議官）今日は国有企業をやっていると思う。明日は知的財産をやると思う。

２７日が最終日だとすると、最終日はいつも積み残しや宿題の確認をしてい

る。 

 

（記者）大江代理は、米国とは何回協議したのか。 

（審議官）３回である。 

 

（記者）今後の日米協議は。 
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（審議官）決めていない。そもそも閣僚会議がいつあるか分からないので。その

辺がもう少し見えてからの話ではないか。 

 

（記者）大江代理の米国との協議のテーマは。 

（審議官）コメも含めた農産品全般である。全体はパッケージなので、全体につ

いて議論したと聞いている。進展があったと聞いている。 

 

（記者）米国を含めた３か国以外の国とは終わっているのか。 

（審議官）そうではない。大江代理のカウンターパートがグアムに来ていない国

とは協議できていないということで、終わったということではない。 

 

（以上） 


